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社会保険全社員加入の取組みについて
拝啓　

輝かしい平成26年の新年を迎え皆様方には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
さて、標記の件につき各位には既にご承知のとおり、平成25年度より国の方針として『 技能労働者への適切な賃金水準の確保 』を目指し、公共工事設計労務単価の大幅な引き上げが実行されました。そしてこの2月に更なる労務費アップが実施されるとともに、下請企業の選定時に、遅くとも平成29年度以降は適応除外ではない社会保険未加入企業を下請に選定しないという国土交通省の指導を、平成26年度中に前倒し開始することが検討されており、社会保険未加入問題はまさに喫緊の課題であります。
　そして、昨年9月に国土交通省において開催された『社会保険未加入対策推進協議会』では、保険加入の徹底に向けて法定福利費を内訳として明示した標準見積書の一斉活用を開始する旨の申し合わせを採択しております。また元請企業は下請け企業との契約に当って、法定福利費を明示した見積書の提出を働きかけ、提出された見積書を尊重するとともに、下請け企業は見積書の提出時に法定福利費などの算定根拠を適切に説明して法定福利費の確保に努め、自社・外注先の技能労働者を必要な保険に加入させるよう取り組む、とあり、既に54の専門工事団体が標準見積書を作成しております。

　我々全国路面切削連合会は、アスファルト路面切削工事を専門とする専門工事業団体として、上記一連の国の活動指針を受け、切削工事における法定福利費を内訳として明示する新たな標準見積書を作成し、元請各位のご理解を頂くとともに、自社及び外注先の技能労働者の全社員保険加入に向け最大限の努力を傾注する所存でございます。
各位におかれましては、国の方針に添った我々の標準見積書をご理解いただくと共に、今後我々の会員会社が新たな標準見積書を提出いたしました節には、何卒ご高配のほど宜しく御願い申し上げます。
将来に亘り若年労働者を確保し、保険未加入業者を排除する、という国の意図を正しく実現するためには、官民（元請・下請）一体となった真摯な取組みが不可欠であり、我々全国路面切削連合会は進んでその活動に協力するものであります。
元請各位には今後とも我々専門工事業者へのご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げますとともに、皆様方の今後益々のご発展を心よりご祈念申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年3月　　　　　　　　　　　　　
敬具
